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1 決算棚卸監査（監事団）
3 役員推薦委員会（大ホール　組合長・専務）

5
第１８回監事会
上川地区農協監事協議会冬期研修会
� （ＪＡ上川ビル　監事団）

11
当麻町建国記念の日奉祝の集い
� （当麻神社　組合長）

12
当麻町地域農業再生協議会総会
� （大ホール　組合長・専務）

13
上川地区農業協同組合長会議
� （ＪＡ上川ビル　組合長）
地区別組合長会議（〃）

14

第19回監事会
第34回理事会
利用組合ＨＴＴ事業部定期総会
� （中会議室　組合長）
当麻農協青年部定期総会（大会議室　常勤）

17
北海道農協畑作・青果対策本部委員会
� （札幌市　組合長）

18 当麻町稲作研究会定期総会（大ホール　専務）
19 決算監査（26日迄　監事団）

20
上川地区組合長会議（ＪＡ上川ビル　組合長）
当麻農協女性部定期総会（大ホール　専務）

21
当麻町の国民健康保険事業の運営に対する協議会
� （当麻町役場　専務）

25

当麻町畑作経営協議会定期総会
� （中会議室　組合長）
当麻町水田転作生産部会定期総会（〃）
当麻町認定農業者協議会定期総会
� （大会議室　組合長）

28
第35回理事会
上川地区ＪＡ研修会（旭川市　全役員）

2 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第34回理事会］� 令和7年２月１4日

●議案第１号　令和６年度自己査定について
●議案第２号　令和６年度収支決算について
　　　　　　　令和６年度剰余金処分（案）について
●議案第３号　役員報酬審議会による令和７年度役員報酬の答申について
●議案第４号　令和６年度年間経営定期点検実施報告書
　　　　　　　令和７年度経営定期点検実施計画書について
●議案第５号　受信者（債務者）単体に対する信用供与等の限度額について
●議案第６号　受信者（債務者）合算に対する信用供与等の限度額について
●議案第７号　大口貸付先に対する信用供与等の限度額について
●議案第８号　役員と組合との取引基準について
●議案第９号　理事に対するクミカン貸越極度額及び供給限度額の設定について
●議案第10号　令和７年度余裕金運用計画及び方針について
●議案第11号　収支シミュレーションについて
●議案第12号　第78回通常総会の日程について
●議案第13号　組合員の異動について

［第35回理事会］� 令和7年２月28日

●議案第１号　地域別懇談会の開催について
●議案第２号　不良債権の処理方法について
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令和 7年度人事異動 令和 7年 3月１日付

氏　　名 異動前の所属と職位 異動後の所属と職員

田　所　与　幸 営農部長　兼米穀課長 営農部長

鈴　木　正　和 金融部　金融共済課長 営農部　資材課長

及　川　亜　希 営農部　資材課長 金融部　金融共済課長

近　藤　慶　太 営農部　営農経理課長 営農部　営農経理課長　兼営農経理係長

森　田　慎　吾 管理部　総務課長　兼内部監査室長 管理部　総務課長　兼企画管理係長
兼内部監査室長

伊　井　大　輔 営農部　米穀課主幹 営農部　米穀課長

新　保　克　自 営農部　施設園芸課主幹 営農部　施設園芸課主幹　兼園芸育苗係長

松　﨑　健　一 営農部　資材課主幹 営農部　米穀課主幹

渡　部　千　春 営農部　営農経理課主幹　兼内部監査員 営農部　米穀課主幹　兼内部監査員

菅　原　　　順 内部監査室　内部監査係長 内部監査室　内部監査主幹

山　内　悠　香 金融部　金融共済課　金融係長 金融部　金融共済課主幹　兼金融係長

中　野　泰　宏 営農部　施設園芸課　園芸育苗係長 営農部　米穀課　農業振興係長

川　添　翔　太 管理部　総務課　企画管理係長
兼内部監査員 営農部　資材課　資材係長　兼内部監査員

佐　藤　さおり 営農部　資材課　資材係主任 営農部　資材課　資材係長

稲　場　あいみ 金融部　金融共済課　金融係主任 管理部　総務課　企画管理係　主任
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当麻農協青年部・女性部定期総会開催
２月14日　第 71回当麻農協青年部定期総会�
　農協 3階大会議室にて、第 71回当麻農協青年部定期総会が開催され、約 40名が出席されました。
　始めに井上部長より「令和 6年度の活動を振り返りますと、青年部は創立 70周年を迎え、昨年 2月に
挙行いたしました記念式典では、多くの激励のお言葉をいただき今後も 80年、90年と伝統を繋いでいく
ための第一歩になったと感じております。また、前年度に続き、青年部員の知識や技術の向上を目指した営
農勉強会やドローンによる水稲直播栽培、省力化栽培による露地野菜の現地研修会を行ったほか、当麻町稲
作研究会との合同視察研修では、北海道農業研究センターにて水稲の新品種や品種改良の研修を受け、見聞
を広めることができました。女性部との合同事業では、当麻町のミニトマトとキュウリを使用したレシピ作
成、提供を行い、当麻町産野菜の PRをすることができました。また、町内行事につきましては、お御輿担
ぎや蟠龍祭りでの出店など当麻町の全体を盛り上げていけるよう事業運営に取り組んでまいりました。昨今
は、青年部員が減少しておりますが、青年部活動を通して得ることができる部員同士の結束力や情報共有の
場として魅力ある事業運営を今後も行っていきたいと思っておりますので、皆様のご協力をよろしくお願い
いたします」と挨拶。続いて、福井組合長、室屋副町長、広富女性部長から来賓祝辞の後議事に入り、令和
6年度事業経過並びに活動報告・収支決算報告、令和 7年度事業計画（案）・収支予算（案）について審議
されました。また、役員改選につきましては太田 貴仁さんが新部長に選任され、「諸先輩方から受け継いだ
伝統を絶やすことなく当麻町、当麻農業を盛り上げていけるよう組織活動を展開していきたいと思っており
ます。」と挨拶されました。

２月 20日　第 69回農協女性部定期総会�
　農協 3階大ホールにて、第 69回当麻農協女性部定期総会が開催されました。
　開会にあたり広富部長より「令和 6年度の女性部の活動といたしましては、昨年度に続き、柏陽園のシー
ツ交換や環境美化運動として市街のゴミ拾い活動を継続してまいりました。夏には仮装盆踊り大会への参加、
秋にはコロナ禍で行えていなかった道外研修を実施し、サカタのタネではミニトマト及びほうれん草の試験
圃場を見学させていただき見聞を広めました。1月には、スポーツ交流会を開催し、多くの部員の方が集ま
り交流を深めることができました。これからの女性部は高齢化等の課題があり、先が見通せない状態ですが、
皆様の力を結集して頑張っていただきたいと思います。これからも豊かになる女性部を目指して頑張ってい
きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。」と挨拶。
　続いて、坂下専務、村椿町長、太田青年部長、上川農業改良普及センター 松浦次長から来賓祝辞をいた
だいた後、令和 6年度事業報告並びに収支決算報告、令和 7年度事業計画（案）並びに収支予算（案）に
ついて審議され、役員改選につきましては、今橋 祐美さんが新部長に選任され、「この新しいメンバーで頑
張ってまいりますので、部員皆様のご協力をお願いいたします。」と新役員を代表して挨拶されました。

新役員
部 長 緑　郷１区 太　田　貴　仁
副 部 長 開　明４区 日下部　　　渉
副 部 長 北　星２区 菅　野　有　祥
総 務 委 員 長 中　央５区 水　野　雄　貴
総 務 副 委 員 長 宇園別２区 藤　中　大　地
水 稲 委 員 長 宇園別２区 山　田　洋　暉
水 稲 副 委 員 長 宇園別２区 山　下　裕　介
施設園芸委員長 中　央４区 広　富　周　司
施設園芸副委員長 宇園別３区 国　枝　拓　実
代 表 監 事 伊香牛３区 井　上　雅　敬
監 事 宇園別３区 岸　山　誠　人

新役員
部 長 伊香牛１区 今　橋　祐　美
副 部 長 中　央５区 角　谷　み　か
監 事 北　星２区 亀　田　敦　子
理 事 緑　郷１区 豊　田　美記江
理 事 伊香牛３区 稗　田　恵津子
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　農協3階中会議室にて利用組合HTT事業部定期総会
が開催されました。
　始めに山下部長より挨拶の後、山下部長を議長に、
令和6年度事業報告並びに収支決算報告、令和7年度
事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議さ
れ、役員改選につきましては全役員が留任となりまし
た。

2月14日 利用組合ＨＴＴ事業部
定期総会

　当麻町畑作経営協議会定期総会が農協3階中会議室
にて開催されました。
　冒頭、太田会長より「昨年は7月の大雨の影響が多
少ありましたが、全般的に天候にも恵まれ、水稲も畑
作物もよい結果で終われたと思っております。小麦に
ついても毎年収量が増えていき、一等の比率も上がっ
ていることから、生産者皆様のご努力、技術の向上と
いった結果だと思っております。」と挨拶。来賓祝辞
を福井組合長、当麻町農林業振興課 水口課長よりい
ただいた後、太田会長を議長に令和6年度事業報告並
びに収支決算報告、令和7年度事業計画（案）並びに
会計予算（案）について審議されました。役員改選に
つきましては、全役員留任となりました。

2月25日 当麻町畑作経営協議会
定期総会

　2月18日午後4時より農協3階大ホールにて定期総
会及び水稲栽培講習会が開催されました。
　始めに、長谷川会長より「昨年を振り返りますと、
品質も良く、豊作であり、何よりも価格がよかったと
ころであります。水田活用の直接支払交付金の見直し
などありますが、皆様には良質米の生産を再認識しな
がら、よいお米を作り、系統出荷をするということに
協力していただきたいと感じております。」と挨拶の
後、坂下専務、当麻町農林業振興課 水口課長より祝
辞をいただいた後、令和6年度事業報告並びに収支決
算報告、令和7年度事業計画(案)並びに収支予算(案)
について審議され、提案通り承認されました。また、役員改選につきましては、全役員が留任
となりました。
　総会終了後に行われた水稲栽培講習会では、上川農業改良普及センター 白井係長、ジェイカ
ムアグリ㈱ 藤田技術顧問を講師に招き、水稲の省力的な栽培へ向けて、疎植栽培や湛水直播栽
培、LPコート側条一発施肥試験の結果について説明をいただきました。

2月18日 当麻町稲作研究会
定期総会

新役員
会 長 中　央１区 長谷川　　　新
副 部 長 伊香牛３区 阿　部　寛　之
副 部 長 中　央７区 山　下　高　博
監   事 中　央３区 佐々木　康　二
監   事 開　明３区 楠　　　恭　史

新役員
部　 長 宇園別２区 山　下　裕　介
副 部 長 宇園別３区 岸　山　誠　人
副 部 長 中　央５区 水　野　雄　貴
監　 事 伊香牛３区 井　上　雅　敬

新役員
会　 長 緑 郷 １ 区 太　田　　　弘
副 会 長 北 星 ２ 区 石　田　一　光
副 会 長 緑 郷 １ 区 太　田　明　秀
理　 事 緑 郷 ３ 区 川　上　裕　一
監　 事 開 明 ２ 区 坂　口　啓　郎
監 　 事 緑 郷 ４ 区 道　下　貴　博

6



　農協3階中会議室にて当麻町水田転作生産部会定期
総会が開催されました。
　冒頭、石田会長より「水田活用直接支払交付金制度
の見直しによって先行きが見通せない中ではあります
が、作物の生産量をどのように増収していくのかとい
うことを皆様で考えていきながら、水稲プラス畑作物
という輪作の体系でよりよい方向性に向けて、収量
アップ、所得の確保に向けて皆様のご協力よろしくお
願いいたします。」と挨拶。来賓として、福井組合
長、当麻町農林業振興課 水口課長より祝辞をいただ
き、議事にて令和6年度事業報告並びに収支決算報告、
令和7年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議され、役員改選につきまして全
役員が留任となりました。

2月25日 当麻町水田転作生産部会
定期総会

　農協3階大ホールにて当麻町認定農業者協議会定期
総会が開催され、約45名が出席されました。
　始めに、井上会長より「昨今の農業情勢は、コロナ
禍やロシアによるウクライナ侵攻、令和の米騒動によ
り目まぐるしく変化しておりますが、何かある時には
助け合いが大切になってくると思います。今後も水田
活用直接支払交付金の見直しなどの課題がありますが、協力していきたいと思っておりますの
でよろしくお願いいたします。」と挨拶。来賓として福井組合長、村椿町長より祝辞をいただ
いた後議事に入り、令和6年度事業報告並びに収支決算報告、令和7年度事業計画（案）並びに
収支予算（案）について審議され、全議案が承認されました。
　また、総会前には農作業中傷害共済とQR伝票作成ツールについて研修会が行われました。

2月25日 当麻町認定農業者協議会
定期総会

新商品「でんすけすいかドロップス」誕生 !!「でんすけすいかドロップス」誕生 !!
　でんすけすいか果汁をぜいたくに使用し、すっ
きりとしたほどよい甘味とパリッとしたあめの食
感、果汁の口当たりが楽しめます。（税込500円）
　今後、直売所やホクレンショップにて販売を開
始してまいりますので是非お買い求めください。

●大豆の部　伊香牛２区　朴谷　和夫 様　●そばの部　伊香牛１区　(有)宮嶋農場 様　
●子実とうもろこしの部　宇園別２区　（同）浅見農園 様

優秀出荷者表彰

新役員
会　 長 北 星 ２ 区 石　田　信　也
副 会 長 中 央 １ 区 長谷川　　　新
副 会 長 中 央 ５ 区 水　野　　　勉
監　 事 緑 郷 １ 区 髙　橋　裕　一

JA当麻 ● 2025. 3月号
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各部会栽培講習会開催各部会栽培講習会開催
当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合では、本格的に営農が始まる前に部会ごとに専門講師による、育苗、
定植準備、定植後など催場管理の講習会を開催いたしました。

　旭川市にて上川地区JA研修会が開催され、当組合
から生産組織役員及び農協役職員合わせて約50名が
参加いたしました。
　この研修会は、JAグループの一員として、農政を
めぐる情勢を把握し、農政運動の必要性を認識し、今
後の取り組みにつなげていくことを目的として開催
され、上川管内のJA、連合会等の関係機関が集結し、
約1,000名での開催となり、JAグループが農政運動に取り組
む意義や参議院選挙の仕組みについての農政学習会が行われ
ました。
　引き続き行われた東野ひでき君を励ます会では、来賓の
方々より激励の言葉が贈られた後、東野ひでき氏より謝辞が
述べられました。
　励ます会の締めでは、JA上川地区青年部協議会、JA上川地
区女性協議会を筆頭にガンバローコールが行われました。

2月２８日 上川地区ＪＡ研修会

２月20日　
トマト部会　栽培講習会

２月20日　
メロン栽培講習会

２月４日　
キュウリ部会　栽培講習会

２月７日　
そ菜・花き園芸土壌講習会

2025. 3月号 ● JA当麻
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総 務 課 か ら 知の らお せ
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タテのカギ ヨコのカギ
̶̶造って魂入れず
ニワトリの頭についています
エックスの次です
赤の広場やクレムリンがありま
す
卒業証書の̶̶は筒よりファイ
ルが主流になりました
脚本に書かれているセリフ以外
の文章
地球を暖める天体
ひな祭りのお吸い物につきもの
の貝
ひな祭りに飾る花
春の景色がぼんやりとして見え
る原因
細川たかしのヒット曲「̶̶の渡
し」

1
3
6
7

8

10

14
16

18
19

20

1

2
3

4
5
7
9
11
12
13
15
16
17

二重マスの文字を、
A～Fの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操

ギ
ム

フ
カ
ヒ
レ

リ
ツ
ポ
ウ
タ
イ

チ

ツ
ウ

ラ
メ

ヨ
ツ
ト

ト
ギ
ン

コ
メ

ユ
ビ

ド

シ
ヨ
ウ
チ
ユ
ウ

ツ
ヨ
ガ
リ

カ
ミ

1

2

3

4

5

8

9

6

7

13

14

15

10

11

12

19

20

16

17

18

A

D

C

B

2月号の答えは…

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

ツ

3月14日は̶̶デー。バレンタイ
ンデーのお返しを渡すのによい日
です
お手洗いともいいます
バレーボールのセッターが上げる
もの
梅は咲いたか、̶ ̶はまだかいな
日本一長いものは３６７㎞あります
イソップ̶̶　源氏̶̶
失敗は成功の̶̶
水戸、尾張に並ぶ徳川御三家
羽ばたいて飛べるほ乳類
漢字では「梭子魚」などと書く魚
草餅によく使われる植物
お彼岸に参る人も多いところ
弾力がある、噛んで食べる菓子

A

リ
B

ユ
C

ウ
D

ヒ
E

ヨ
F

ウ

1

2

3

4

5

8

9

10

6

7

14

15

11

12

13

19

20

16

17

18

C

F

E

A

B

D
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海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
日
本
の
お
米

　
お
米
は
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
種
、
そ
の
中
で
も
日
本
の
お
米
は
世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム

と
と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
お
米
の
輸
出

を
見
て
み
る
と
、
２
０
２
３
年
時
点
で
、
過
去
10
年
間
で
比
べ
る

と
な
ん
と
そ
の
量
は
12
倍
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

　
で
も
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
お
米
は
、
実
は
と
っ
て
も
異
質
な
世

界
な
ん
だ
。
外
国
の
お
米
は
あ
く
ま
で
も
「
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
は
「
品
種
に

よ
る
味
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
る
」「
料
理
に
合
わ
せ
て
お
米
の
種
類

を
変
え
て
い
る
」「
す
し
屋
で
は
自
分
の
お
店
専
用
の
ブ
レ
ン
ド
米
を

使
っ
て
い
る
」「
お
米
が
お
い
し
く
な
る
た
め
の
精
米
技
術
が
あ
る
」「
保

存
の
た
め
に
単
に
乾
燥
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
水
分
と
味
を
気
に
し
て

い
る
」
な
ど
な
ど
。

　
「
え
、
お
米
な
の
に
そ
こ
ま
で
や
る
の
!?
」
と
、
外
国
人
に
と
っ
て

は
「
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ブ
ル
」
な
世
界
な
ん
だ
。

　
東
京
・
原
宿
に
あ
る
小
池
精
米
店
の
前
は
、
普
段
か
ら
大
勢
の
外
国

人
が
歩
い
て
い
ま
す
。
時
々
お
米
を
買
っ
て
く
れ
ま
す
が
、以
前
は「
日

本
で
最
も
有
名
な
お
米
が
欲
し
い
」
と
い
っ
た
簡
単
な
要
望
で
し
た
。

し
か
し
最
近
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
す
し
屋
を
や
る
の
で
、
す
し
に
合

う
お
米
が
欲
し
い
」
と
か
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外
で
何
か
特
徴
的
な
お

米
は
な
い
か
」
と
か
、
よ
り
具
体
的
な
要
望
が
増
え
て
い
る
ん
だ
。
こ

れ
も
日
本
の
お
米
に
外
国
人
が
熱
視
線
を
送
っ
て
い
る
証
し
だ
ね
。

　
世
界
で
は
お
米
を
味
付
け
し
て
食
べ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
日
本
の

よ
う
に
白
米
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
十
分
に
お
い
し
い
…
…
。
そ
ん
な
日
本
の
お
米
は
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
種
の
中
で
も
特
に
異
質
で
、
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
外
国
人

か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

　

皆
さ
ん
は
将
来
、
外
国
で
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
大
事
な
の
は
、
外
国
人
が
興
味
を
持
つ
自
分
の
国
の
特
徴

を
い
か
に
正
確
に
、
詳
し
く
話
せ
る
か
で
す
。
そ
の
中
に
間
違
い
な
く

お
米
は
含
ま
れ
ま
す
。
今
日
か
ら
し
っ
か
り
お
米
と
向
き
合
い
た
い
で

す
ね
！

�

五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
●
小
池
理
雄
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ＪＡ当麻　第78回通常総会
[開催日時]　令和７年４月２日（水）　●受付：午前８時～　●開会：午前９時
[開催場所]　農協3階大ホール
※時節柄、大変お忙しいと存じますが、組合員皆様お誘い合わせの上、ご出席いただきますよう、
　よろしくお願いいたします。

ＪＡ当麻　№653
発 行 日　　令和7年3月
発　　行　　当麻農業協同組合
編　　集　　管理部総務課
住　　所　　上川郡当麻町４条
　　　　　　東３丁目４番63号
電　　話　　０１６６-８４-２１２１
ＪＡ当麻ホームページ
　URL　https://www.ja-tohma.com

令和７年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日 月 火 水 木 金 土
4月3月

◆
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
３
月
に
な
り
ま

し
た
。
３
月
と
い
え
ば
、
卒
業
や
新
生
活
、
花

見
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
個
人
的
に
は
花
粉
症
の
季
節
で
す
。
日

本
人
の
お
よ
そ
半
数
も
の
人
が
花
粉
症
に
罹
患

し
て
い
る
み
た
い
で
す
。
北
海
道
の
花
粉
飛
散

量
は
昨
年
と
比
べ
る
と
、
少
な
い
見
通
し
と
は

な
っ
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
予
防
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
今
年
は
暖
か
い
日
が
多
い
で
す
が
、
季
節
の

変
わ
り
目
で
す
。
体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
作
業
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
の
で
、
農
作
業
事
故
に
十
分
注
意

し
て
作
業
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
谷
口
）

日

3

1

2 8

9 10 15

16 17 22

29

月 火 水 木 金 土

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 2624
31

23
30

31 2

8 9 10

15 16 17

22

29

23 24

30

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 26

○資材課からのお知らせ
【資材事務所の営業時間について】
3月1日（土）から当面の間
▶平日　8：30～ 17：00　▶土曜日　8：30～ 12：00　▶日曜・祝日　休業いたします。
今後も窓口業務サービス向上に努めて参りますので、ご利用よろしくお願いいたします。
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